
(57)【要約】

説明するパイピング用コネクタは、２個の管状取り付け

部分（１、２）と、該取り付け部分（１、２）のクイッ

クカプリングおよびクイックリリース手段（１５）とか

らなるタイプで、該クイックカプリングおよびクイック

リリース手段（１５）は、該取り付け部分（１、２）の

軸に垂直な面で周囲に分散し、接続段階中、第２取り付

け部分（１）の対応する突出軸方向部分（５）に重合可

能な第１取り付け部分（２）の軸方向突出部分（６）の

半径方向スロット（１７）に収納される複数の係止セグ

メント（１６）を有する。回転リング（１８）は、該係

止セグメント（１６）上で動作して、該取り付け部分（

１、２）の接続および分離のそれぞれのため、これらを

第２の結合部分（１）の該突出部分（５）の少なくとも

１個の半径方向シート（３３）に押し込むか、これらを

その半径方向シート（３４）に収納するよう回転するよ

うに制御可能である。２個の独立して動作可能な油圧シ

リンダ（１９）が回転リング（１８）の回転面で互いに

実質的に１８０°に配置され、第１取り付け部分（２）

に締結した第１レバー（２２）と、回転リング（１８）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 接 続 す る そ れ ぞ れ の パ イ プ （ ３ 、 ４ ） に 締 結 可 能 な ２ 個 の 管 状 取 り 付 け 部 分 （ １ 、 ２ ）
と 、 該 取 り 付 け 部 分 （ １ 、 ２ ） の ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス 手 段 （ １ ５
） と か ら な る パ イ ピ ン グ の た め の ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス コ ネ ク タ で
あ っ て 、 該 ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス 手 段 （ １ ５ ） は 、 該 取 り 付 け 部 分
（ １ 、 ２ ） の 軸 に 垂 直 な 面 で 周 囲 に 分 散 し 、 接 続 段 階 中 、 第 ２ 取 り 付 け 部 分 （ １ ） の 対 応
す る 突 出 軸 方 向 部 分 （ ５ ） に 重 合 可 能 な 第 １ 取 り 付 け 部 分 （ ２ ） の 軸 方 向 突 出 部 分 （ ６ ）
の そ れ ぞ れ の 半 径 方 向 ス ロ ッ ト （ １ ７ ） に 、 半 径 方 向 に 可 動 な 方 法 で 収 納 さ れ る 複 数 の 係
止 セ グ メ ン ト （ １ ６ ） と 、 第 １ 取 り 付 け 部 分 （ ２ ） の 突 出 部 分 （ ６ ） 周 囲 を 回 転 し 、 該 係
止 セ グ メ ン ト （ １ ６ ） 上 で 動 作 し て 、 該 取 り 付 け 部 分 （ １ 、 ２ ） の 接 続 お よ び 分 離 の そ れ
ぞ れ の た め 、 こ れ ら を 第 ２ 取 り 付 け 部 分 （ １ ） の 該 突 出 部 分 （ ５ ） の 少 な く と も １ 個 の 半
径 方 向 シ ー ト （ ３ ３ ） に 押 し 込 む か 、 こ れ ら を そ の 半 径 方 向 シ ー ト （ ３ ４ ） に 収 納 す る よ
う 制 御 可 能 な 回 転 リ ン グ （ １ ８ ） と 、 該 第 １ 取 り 付 け 部 分 （ ２ ） と 該 回 転 リ ン グ （ １ ８ ）
と の 間 で 作 動 す る 油 圧 シ リ ン ダ （ １ ９ ） と か ら な る パ イ ピ ン グ の た め の ク イ ッ ク カ プ リ ン
グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス 安 全 コ ネ ク タ で あ っ て 、 回 転 リ ン グ （ １ ８ ） の 回 転 面 の 第 １ か
ら 実 質 的 に １ ８ ０ ° に 配 置 さ れ た 独 立 し て 動 作 可 能 な 追 加 油 圧 シ リ ン ダ （ １ ９ ） か ら な り
、 該 油 圧 シ リ ン ダ （ １ ９ ） の そ れ ぞ れ は 、 第 １ 取 り 付 け 部 分 （ ２ ） に 締 結 し た 第 １ レ バ ー
（ ２ ２ ） と 、 回 転 リ ン グ （ １ ８ ） に 締 結 し た 第 ２ レ バ ー （ ２ ３ ） と の 間 で 作 動 す る よ う 配
置 さ れ 、 該 第 １ レ バ ー （ ２ ２ ） は 半 径 方 向 外 側 の 部 分 （ ２ ４ ） と 半 径 方 向 内 側 の 部 分 （ ２
５ ） と か ら な り 、 こ れ ら は 、 第 １ レ バ ー （ ２ ２ ） の ２ 個 の 部 分 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） の 完 全 な 相
互 係 止 の た め の 一 方 の 条 件 と 、 第 ２ レ バ ー （ ２ ３ ） に 近 づ く 方 向 で の 第 １ レ バ ー （ ２ ２ ）
の 半 径 方 向 外 側 の 部 分 （ ２ ４ ） の 回 転 に 一 致 す る 他 方 の 条 件 と い う ２ つ の 異 な る 動 作 条 件
を 取 る こ と が で き る よ う 修 正 可 能 な 連 結 部 （ ２ ６ ） に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ レ バ ー （ ２ ２ ） の 半 径 方 向 内 側 の 部 分 （ ２ ５ ） が シ ョ ル ダ （ ３ ９ ） を 備 え 、 そ れ に
対 し て 第 １ レ バ ー （ ２ ２ ） の よ り 外 側 の 部 分 （ ２ ４ ） が 接 合 し 、 該 第 ２ レ バ ー （ ２ ３ ） か
ら 離 れ る 移 動 方 向 の 該 外 側 の 部 分 （ ２ ４ ） の 回 転 を 防 ぐ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 修 正 可 能 連 結 部 （ ２ ６ ） は 、 接 続 段 階 の 時 、 第 １ レ バ ー （ ２ ２ ） の ２ 個 の 部 分 （ ２ ４
、 ２ ５ ） の 整 列 し た 穴 （ ２ ９ 、 ３ ０ ） に 挿 入 可 能 で 、 分 離 段 階 で は こ れ ら か ら 引 き 抜 き 可
能 な ヒ ン ジ ピ ン （ ２ ７ ） と ガ ジ オ ン （ ２ ８ ） と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ イ ピ ン グ の た め の ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス 安 全 コ ネ ク
タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 ２ 本 の パ イ プ を 迅 速 に 接 続 し 、 ま た 等 し く 迅 速 に 分 離 し な け れ ば な ら な い 場 合 は 多 く
あ る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 外 洋 や 海 か ら 陸 お よ び そ の 逆 な ど 、 時 に 危 険 で あ る 困 難 な 環 境 条
件 に お い て 流 体 石 油 製 品 の 転 送 に 用 い る パ イ ピ ン グ の 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 安 全 か つ 迅 速 な 方 法 で 、 ２ 本 の パ イ プ を そ れ ぞ れ 接 続 お よ び 分 離 す る こ と の
可 能 な ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス コ ネ ク タ 装 置 が 現 在 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の １ つ が Ｅ Ｐ － Ａ － ０ １ ５ ３ ７ ７ ３ に 記 載 さ れ て い る が 、 接 続 す る そ れ ぞ れ の パ
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イ プ に 締 結 可 能 な ２ 個 の 管 状 取 り 付 け 部 分 と 、 該 取 り 付 け 部 分 の ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ
び ク イ ッ ク リ リ ー ス 手 段 と か ら な る 。 ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス 手 段 は
、 該 取 り 付 け 部 分 の 軸 に 垂 直 な 面 で 周 囲 に 分 散 し 、 接 続 段 階 中 、 第 ２ 取 り 付 け 部 分 の 対 応
す る 突 出 軸 方 向 部 分 に 重 合 可 能 な 第 １ 取 り 付 け 部 分 の 突 出 す る 軸 方 向 部 分 の そ れ ぞ れ の 半
径 方 向 ス ロ ッ ト に 、 半 径 方 向 に 可 動 な 方 法 で 収 納 さ れ た 複 数 の 係 止 セ グ メ ン ト か ら な る 。
回 転 リ ン グ は 、 該 取 り 付 け 部 分 の 接 続 お よ び 分 離 の そ れ ぞ れ の た め 、 第 ２ 取 り 付 け 部 分 の
該 突 出 部 分 の 半 径 方 向 ハ ウ ジ ン グ 内 へ こ れ ら を 付 勢 す る か 、 ま た は そ れ ら を 半 径 方 向 ハ ウ
ジ ン グ に 収 納 す る よ う 該 係 止 セ グ メ ン ト 上 で 動 作 す る た め 、 第 １ 取 り 付 け 部 分 の 突 出 部 分
周 囲 を 回 転 す る よ う 制 御 可 能 で あ る 。 該 第 １ 取 り 付 け 部 分 と 該 回 転 リ ン グ と の 間 で 反 応 す
る 油 圧 シ リ ン ダ は 通 常 、 回 転 リ ン グ の 移 動 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ は 、 ２ 本 の パ イ プ の 接 続 お よ び 分 離 を 最 適 な 方 法 で 確 保 す る 非 常 に 安 全 か つ 迅 速 な
コ ネ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 唯 一 考 え ら れ る 不 便 と し て 、 回 転 リ ン グ を 移 動 す る た め の シ リ ン ダ の 動 作 不 足 に よ り 理
論 的 に 判 断 可 能 な 、 分 離 に お け る 困 難 が あ り 、 例 え ば 、 外 洋 で の コ ネ ク タ の 長 期 耐 久 後 の
氷 の 形 成 や 、 超 低 温 で の 石 油 製 品 の 輸 送 の 結 果 な ど に よ る も の で あ る 。 こ の よ う な 場 合 、
実 際 に 、 リ ン グ は 回 転 せ ず 、 コ ネ ク タ は ２ 本 の パ イ プ を 解 放 す る た め に 開 か な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 範 囲 は 、 必 要 な 時 に 分 離 に お い て 最 大 の 安 全 性 を 保 証 す る こ と が 可 能 な 、 前 述
タ イ プ の ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 か か る 範 囲 は 、 リ ン グ の 回 転 面 で 互 い に 実 質 的 に １ ８ ０ ° に 配 置 し た
回 転 リ ン グ の 移 動 の た め の ２ 本 の 油 圧 シ リ ン ダ （ ま た は 同 等 手 段 ） で 、 そ れ ぞ れ 、 ２ 個 の
取 り 付 け 部 分 の 一 方 に 締 結 し た 第 １ レ バ ー と 、 回 転 リ ン グ に 締 結 し た 第 ２ レ バ ー と の 間 で
反 応 す る も の を 用 い 、 該 第 １ レ バ ー を 半 径 方 向 で よ り 外 側 の 部 分 と 半 径 方 向 で よ り 内 側 の
部 分 と に 分 け 、 第 １ レ バ ー の ２ 個 の 部 分 の 完 全 な 相 互 係 止 の た め の 一 方 の 条 件 と 、 第 ２ レ
バ ー へ の 近 接 方 向 に 第 １ レ バ ー の 半 径 方 向 で の よ り 外 側 な 部 分 の 回 転 の 一 致 の た め の 他 方
の 条 件 の ２ つ の 異 な る 動 作 条 件 を 取 る こ と が で き る よ う 修 正 可 能 な 連 結 部 に よ り 互 い に 接
続 す る こ と に よ っ て 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 １ 個 で な く 、 ２ 個 の シ リ ン ダ （ ま た は 同 等 の 移 動 手 段 ） が 存 在 す る こ と に よ り 、 一 方 を
他 方 の 代 替 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 ２ 個 の シ リ ン ダ の う ち １ 個 が 詰 ま っ た 場 合 、 コ ネ
ク タ の 分 離 動 作 を 実 行 す る た め 他 方 を 制 御 す る こ と が い か な る 場 合 で も 可 能 に な る 。 他 方
、 第 １ レ バ ー そ れ ぞ れ の ２ 部 分 の 間 に 介 装 し た 修 正 可 能 連 結 部 が 、 一 致 条 件 の 時 は シ リ ン
ダ が リ ン グ の 回 転 に 対 向 す る の を 防 ぐ と 共 に 、 係 止 条 件 で は 、 非 制 御 シ リ ン ダ に 制 御 シ リ
ン ダ と 同 一 移 動 を 強 制 し 、 接 続 位 置 に 戻 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 所 望 の 場 合 、 ２ 個 の シ リ ン ダ の 接 続 を 通 常 の 油 圧 制 御 シ ス テ ム の み で な く 、 必 要 な 場 合
に 介 入 可 能 な 手 動 油 圧 ポ ン プ に 接 続 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ の 安 全 性 を 高 め る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 添 付 の 図 面 に 限 定 を 意 味 す る も の で は な い 例 と し て 示 す 実 施 例 の 以 下
の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 に 示 す コ ネ ク タ は （ 図 １ ） 、 第 １ 管 状 取 り 付 け 部 分 １ と 第 ２ 管 状 取 り 付 け 部 分 ２ と か
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ら な り 、 こ れ ら は 互 い に そ れ ぞ れ の 本 体 部 分 ３ 、 ４ と 、 そ れ ぞ れ の 突 出 す る 軸 方 向 部 分 ５
、 ６ と か ら な る 。 本 体 部 分 ３ 、 ４ は 、 ネ ジ ７ ， ８ に よ り 、 接 続 す る そ れ ぞ れ の パ イ ピ ン グ
９ 、 １ ０ に 締 結 す る よ う に な っ て い る 。 次 に 、 突 出 部 分 ５ ， ６ は 一 方 を 他 方 に 挿 入 可 能 で
、 一 方 の パ イ ピ ン グ か ら 他 方 へ 流 体 を 流 す た め の 単 一 円 筒 形 通 路 １ １ を 限 定 す る 。 軸 方 向
可 動 リ ン グ １ ２ は 、 取 り 付 け 部 分 ２ の 突 出 部 分 ６ の 軸 方 向 前 ハ ウ ジ ン グ １ ３ に 収 納 さ れ 、
バ ネ １ ４ に よ り 、 取 り 付 け 部 分 １ の 対 向 す る 突 出 部 分 ５ に 向 か っ て 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ２ 個 の 取 り 付 け 部 分 １ お よ び ２ 、 ひ い て は ２ 本 の パ イ プ ９ お よ び １ ０ の 相 互 接 続 は 、 通
路 １ １ の 軸 に 垂 直 な 面 で 周 囲 に 分 散 し 、 取 り 付 け 部 分 ２ の 突 出 部 分 ６ の そ れ ぞ れ の 半 径 方
向 ス ロ ッ ト １ ７ に 半 径 方 向 に 可 動 な 方 法 で 収 納 さ れ る 複 数 の 係 止 セ グ メ ン ト １ ６ を 含 む （
図 ２ ） ク イ ッ ク カ プ リ ン グ お よ び ク イ ッ ク リ リ ー ス 手 段 １ ５ に よ っ て 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 係 止 セ グ メ ン ト １ ６ の 周 方 向 シ ー ケ ン ス 周 囲 に は 、 取 り 付 け 部 分 ２ に 回 転 リ ン グ １ ８ が
配 置 さ れ 、 ２ 個 の 独 立 し て 動 作 可 能 な 油 圧 シ リ ン ダ １ ９ の 一 方 ま た は 他 方 に よ っ て 回 転 す
る よ う 制 御 可 能 で 、 シ リ ン ダ は リ ン グ １ ８ の 回 転 面 で 正 反 対 の 位 置 、 通 常 は 収 縮 位 置 に あ
る 。 ２ 個 の シ リ ン ダ １ ９ は そ れ ぞ れ ２ 個 の 端 部 を ２ ０ と ２ １ で 、 第 ２ 取 り 付 け 部 分 ２ の 突
出 部 分 ６ と 一 体 に 第 １ レ バ ー ２ ２ に 、 回 転 リ ン グ １ ８ と 一 体 に 第 ２ レ バ ー ２ ３ に そ れ ぞ れ
ヒ ン ジ 止 め さ れ る 。 第 １ レ バ ー ２ ２ は 、 ２ つ の 部 分 ２ ４ お よ び ２ ５ に 細 分 さ れ 、 第 １ の 部
分 は 半 径 方 向 よ り 外 側 、 第 ２ の 部 分 は 半 径 方 向 よ り 内 側 で 、 ヒ ン ジ ピ ン ２ ７ か ら な る 修 正
可 能 連 結 部 ２ ６ お よ び 、 レ バ ー ２ ４ お よ び ２ ５ の ２ つ の 部 分 の 整 列 穴 ２ ９ お よ び ３ ０ に 挿
入 可 能 な 可 動 ガ ジ オ ン ２ ８ に よ っ て 互 い と 接 続 さ れ る 。 ガ ジ オ ン ２ ８ の 存 在 に よ り 、 レ バ
ー の 前 述 部 分 の 相 互 係 止 が 決 定 す る 一 方 、 ガ ジ オ ン ２ ８ が な い と 、 レ バ ー ２ ２ の 第 １ 部 分
２ ４ が 、 第 ２ レ バ ー ２ ３ に 近 づ く よ う に 回 転 で き る よ う に な る （ 図 ２ で 反 時 計 回 り の 方 向
） 。 対 し て レ バ ー ２ ２ の 第 ２ 部 分 ２ ５ の シ ョ ル ダ ３ ９ は 、 同 じ レ バ ー ２ ２ の 第 １ 部 分 ２ ４
が 第 ２ 部 分 ２ ５ に 関 し て 時 計 回 り に 回 転 す る の を 防 ぐ 。 ２ 個 の シ リ ン ダ １ ９ に は 、 通 常 は
共 通 の 油 圧 制 御 シ ス テ ム と 接 続 さ れ 、 手 動 緊 急 ポ ン プ と も 接 続 可 能 な 口 ３ １ お よ び ３ ２ を
備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 回 転 リ ン グ １ ８ の 内 壁 は 、 セ グ メ ン ト １ ６ の 外 部 端 と 協 働 し 、 後 者 を 円 筒 形 通 路 １ １ の
軸 に 向 か っ て 押 し 出 し 、 取 り 付 け 部 分 １ の 突 出 部 分 ５ の 外 壁 の 連 続 円 形 凹 部 ３ ３ と し て 設
け た 半 径 方 向 シ ー ト 内 へ 押 し 込 む 。 他 方 、 回 転 リ ン グ １ ８ の 同 じ 内 壁 に お い て 、 同 じ 半 径
方 向 シ ー ト ３ ４ （ 各 セ グ メ ン ト １ ６ に つ い て １ 個 ） を 設 け 、 リ ン グ １ ８ を 図 ２ の 位 置 に 比
較 し て 回 転 す る と 、 取 り 付 け 部 分 １ の 環 状 凹 部 ３ ３ か ら の そ の 出 力 に 対 し て セ グ メ ン ト １
６ を 収 納 す る こ と が で き る （ 図 ４ お よ び ５ ） 。 セ グ メ ン ト １ ６ の シ ャ ン フ ァ ３ ５ お よ び ３
６ は 、 シ ー ト ３ ３ お よ び ３ ４ （ 図 ３ ） の 対 応 す る シ ャ ン フ ァ ３ ７ お よ び ３ ８ と 協 働 し （ 図
３ ） 、 セ グ メ ン ト １ ６ の 通 路 １ １ の 軸 に 向 か う 半 径 方 向 移 動 を 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 決
定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 コ ネ ク タ の 動 作 の モ ー ド を 図 面 に 図 解 し 、 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 回 転 リ ン グ １ ６ を 図 ２ の 位 置 と し 、 セ グ メ ン ト １ ６ の 円 形 凹 部 ３ ３ へ の 挿 入 を 維 持 し 、
故 に ２ 個 の 取 り 付 け 部 分 １ お よ び ２ が 互 い と の 接 続 を 維 持 さ れ 、 そ の 結 果 、 ２ 本 の パ イ プ
９ お よ び １ ０ と の 堅 固 な 相 互 接 続 が 維 持 さ れ る 。 か か る 条 件 で 、 輸 送 さ れ る 流 体 は 一 方 の
パ イ ピ ン グ か ら 他 方 へ 、 共 通 の 軸 方 向 通 路 １ １ を 通 っ て 流 れ る こ と が で き る 。 ガ ジ オ ン ２
８ は 通 常 存 在 し な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ 本 の パ イ プ の ク イ ッ ク リ リ ー ス に は 、 例 え ば 図 面 の 下 方 に 示 す よ う に 、 シ リ ン ダ １ ９
の 一 方 の 拡 張 を 制 御 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 、 前 述 の シ リ ン ダ の レ バ ー ２ ２ の 第 １ 部
分 ２ ４ を シ ョ ル ダ ３ ９ と 接 合 し た ま ま 、 同 じ シ リ ン ダ が レ バ ー ２ ３ の 、 ひ い て は リ ン グ １
８ の 反 時 計 回 り 回 転 を 制 御 で き る 一 方 、 他 方 の シ リ ン ダ １ ９ の レ バ ー ２ ２ の 連 結 部 ２ ６ が
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開 き （ 図 ３ ） 、 非 制 御 シ リ ン ダ が リ ン グ １ ８ の 回 転 を 妨 害 す る こ と を 防 ぐ 。 そ の た め 、 セ
グ メ ン ト １ ６ は 協 働 シ ャ ン フ ァ ３ ５ お よ び ３ ７ に よ っ て ス ロ ッ ト １ ７ 内 へ 半 径 方 向 に 摺 動
さ せ ら れ 、 環 状 凹 部 ３ ３ か ら 出 て 、 そ れ ら を 取 り 付 け 部 分 ２ の 突 出 部 分 ６ の 半 径 方 向 凹 部
３ ４ 内 へ 挿 入 さ れ る （ 図 ４ ） 。 こ う し て ２ 個 の 取 り 付 け 部 分 １ お よ び ２ は 互 い と 、 結 果 的
に は パ イ ピ ン グ ３ お よ び ４ と 分 離 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 何 ら か の 理 由 で 、 制 御 シ リ ン ダ が 拡 張 不 可 能 な 場 合 、 他 方 の シ リ ン ダ １ ９ で 同 様 の 動 作
が 可 能 で 、 そ れ に よ り 、 上 記 説 明 と 同 様 の 方 法 で 分 離 移 動 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 再 び 接 続 す る た め に は 、 当 然 な が ら ２ 個 の 取 り 付 け 部 分 １ お よ び ２ の 突 出 部 分 ５ お よ び
６ を 互 い に 正 し く 位 置 決 め し た 後 、 以 前 は 非 制 御 だ っ た シ リ ン ダ １ ９ を 拡 張 し 、 以 前 は 開
放 さ れ て い た 連 結 部 ２ ６ の 閉 鎖 を 再 び 決 定 し （ 図 ５ ） 、 そ の 後 、 位 置 の 揃 っ た ２ 組 の 穴 ２
９ お よ び ３ ０ に ガ ジ オ ン ２ ８ を 挿 入 し 、 レ バ ー ２ ２ の ２ 個 の 部 分 ２ ４ お よ び ２ ５ を 互 い に
堅 固 に 接 続 す る 必 要 が あ る 。 そ の 後 の シ リ ン ダ １ ９ の 収 縮 に よ り リ ン グ １ ８ を 時 計 回 り に
回 転 せ し め 、 そ の た め 、 シ ャ ン フ ァ ３ ６ お よ び ３ ８ の 助 け に よ り 、 そ れ ぞ れ の ス ロ ッ ト １
７ に あ る 係 止 セ グ メ ン ト １ ６ を 、 環 状 凹 部 ３ ３ に 挿 入 さ れ る ま で 半 径 方 向 に 摺 動 せ し め る
（ 図 ６ ） 。 ２ 個 の 取 り 付 け 部 分 １ お よ び ２ は こ う し て 互 い と 再 び 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ リ ン ダ １ ９ の 油 圧 制 御 シ ス テ ム の 損 傷 の 場 合 、 同 じ シ リ ン ダ の 口 ３ １ お よ び ３ ２ を 手
動 ポ ン プ に 接 続 す る こ と に よ り 、 そ の 不 利 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る コ ネ ク タ を 図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 に 従 っ て そ の 軸 に 沿 っ て 切 断 し
た 接 続 条 件 で 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の II－ II線 に 従 っ た 横 断 面 で の 同 じ コ ネ ク タ を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 分 離 移 動 の 途 中 で の 図 １ の よ う に 切 断 し た コ ネ ク タ を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 分 離 移 動 の 終 了 時 で の 図 １ の よ う に 切 断 し た コ ネ ク タ を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 新 し い 接 続 移 動 の 準 備 が で き た 、 図 １ の よ う に 切 断 し た コ ネ ク タ を 示 す
。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 接 続 移 動 の 終 了 時 で の 図 １ の よ う に 切 断 し た コ ネ ク タ を 示 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【要約の続き】
に締結した第２レバー（２３）との間で互いに反応する。該第１レバー（２２）は半径方向外側の部分（２４）と半
径方向内側（２５）の部分とからなり、これらは、第１レバー（２２）の２個の部分（２４、２５）の完全な相互係
止のための第１の動作条件と、第２レバー（２３）に近づく方向の第１レバー（２２）の半径方向外側の部分（２４
）の回転に一致する第２の動作条件を取ることができるよう修正可能な連結部（２６）によって互いと接続される。

(10) JP 2006-503239 A 2006.1.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

